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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質合成を触媒する細胞小器官であるリボソームは、小さな40Sサブユニットと大きな60Sサブユニットから構成されています。これらのサブユニットは、4種類のRNAと約80種類の構造的に異なるタンパク質で構成されています。この遺伝子は、40Sサブユニットを構成するリボソームタンパク質をコードしています。このタンパク質は、リボソームタンパク質のS4Pファミリーに属し、細胞質に局在しています。大腸がんでは、この遺伝子の発現レベルが周囲の正常組織と比較して変動することが観察されていますが、発現レベルと疾患の重症度の間に相関は認められていません。リボソームタンパク質をコードする遺伝子に典型的に見られるように、この遺伝子から派生した複数の加工された偽遺伝子がゲノム中に散在しています。[RefSeq提供、2008年7月],類似性：リボソームタンパク質S4Pファミリーに属します。,類似性：1つのS4 RNA結合ドメインを含みます。,
	研究分野
	リボソーム;
	画像データ
	

	RPS9抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	RPS9抗体を用いたHepG2、COLO、HT-29、HeLa、HUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	リボソームタンパク質S9ポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

